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新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

第
１

８
５

４
回

 
大
峯
奥
駈
道
第

大
峯
奥
駈
道
第

大
峯
奥
駈
道
第

大
峯
奥
駈
道
第
６６ ６６
靡靡 靡靡
「「 「「

金
剛

多
和

金
剛

多
和

金
剛

多
和

金
剛

多
和

・・ ・・
役役 役役
ノノ ノノ

行
者

像
行

者
像

行
者

像
行

者
像

」」 」」
    

石石 石石
龕龕 龕龕

祠祠 祠祠
屋

根
修

復
屋

根
修

復
屋

根
修

復
屋

根
修

復
のの のの

顛
末

顛
末

顛
末

顛
末
に

つ
い

て
に

つ
い

て
に

つ
い

て
に

つ
い

て
    

    

昨
年

さ
ん

３
月

に
、

連
休

前
奥

駈
道

点
検

山
行

で
玉

置
辻

～
本

宮
迄

の

点
検

を
行

い
金

剛
多

和
で

休
憩

と
な

っ
た

。
そ

の
時

、
児

嶋
さ

ん
・

大
門

さ
ん

か
ら

石
龕

(
せ

き
が

ん
)
祠

屋
根

の
ト

タ
ン

が
錆

び
て

穴
も

あ
き

、
あ

ま
り

に
も

ひ
ど

い
状

態
で

あ
り

、
修

復
し

よ
う

と
の

声
が

あ
が

っ
た

。
 

後
日

訪
問

し
良

く
見

る
と

、
頭

部
や

胸
部

に
も

亀
裂

が
入

っ
て

い
る

、

像
も

か
な

り
古

い
も

の
で

、
砂

岩
で

作
ら

れ
て

い
る

様
だ

。
ヒ

ビ
に

水
が

入
り

冬
場

そ
れ

が
凍

る
可

能
性

が
あ

っ
て

、
修

復
の

必
要

性
を

強
く

感
じ

た
が

、
持

経
宿

改
築
・
太

古
ノ

辻
の

道
標

更
新
・
祝

賀
会

行
事

も
あ

っ
て

、

こ
れ

ら
が

終
わ

っ
た

後
に

と
決

め
て

い
た

。
 

１
２

月
に

松
本

 
良

さ
ん

に
修

復
の

話
を

し
た

時
、

上
切

原
集

落
か

ら

の
連

絡
道

は
、

大
崩

れ
で

高
捲

き
も

か
な

り
厳

し
い

ぞ
！

と
の

情
報

が
あ

っ
た

。
以

後
、

一
番

先
に

荷
上

げ
道

の
確

認
・

確
保

の
必

要
性

か
ら

以
下

の
行

動
作

業
と

な
っ

た
。

 

 篠
尾
集
落

篠
尾
集
落

篠
尾
集
落

篠
尾
集
落
へへ へへ
出
向

出
向

出
向

出
向
きき きき
情
報
収
集

情
報
収
集

情
報
収
集

情
報
収
集

 
◇

平
成

２
８

年
０

１
月

０
４

日
 

(月
) 

 
◇

参
加

者
；

沖
﨑

。
 

篠
尾

側
の

登
山

口
確

認
と

ル
ー

ト
情

報
の

収
集

に
篠

尾
集

落
へ

。
 

 

下
の

坊
区

長
、

中
村

た
か

る
氏

よ
り

ご
教

示
し

て
頂

く
。

 

 篠
尾

篠
尾

篠
尾

篠
尾
集
落

集
落

集
落

集
落
～～ ～～
金
剛
多
和

金
剛
多
和

金
剛
多
和

金
剛
多
和
～～ ～～
上
切
原

上
切
原

上
切
原

上
切
原
集
落

集
落

集
落

集
落
間間 間間
のの のの
踏
破

踏
破

踏
破

踏
破

 
◇

実
施

日
；

平
成

２
８

年
０

１
月

０
６

日
(水

) 

◇
参

加
者

；
沖

﨑
、

濱
野

、
畑

林
秀
、

畑
林

清
。

 
 

計
４

名
。

 
 

篠
尾

側
の

後
半

部
分

は
、
相

当
荒

れ
て

い
て

一
ヶ

所
崩

れ
が

あ
っ

て
、

荷
上

げ
ル

ー
ト

と
し

て
使

え
な

い
。

又
、

金
剛

多
和

か
ら

上
切

原
間

の

崩
れ

も
相

当
大

規
模

で
、

高
捲

く
に

も
事

前
に

ロ
ー

プ
で

の
確

保
や

段

差
設

置
が

必
要

で
あ

る
。

途
中

迄
の

工
事

用
林

道
か

ら
下

山
し

た
が

、

相
当

時
間

短
縮

可
能

な
れ

ど
取

付
の

準
備

が
必

要
。

 
 上
切
原
集
落

上
切
原
集
落

上
切
原
集
落

上
切
原
集
落
～～ ～～
金
剛
多
和

金
剛
多
和

金
剛
多
和

金
剛
多
和
～～ ～～
篠
尾
集
落
間

篠
尾
集
落
間

篠
尾
集
落
間

篠
尾
集
落
間
のの のの
踏
破

踏
破

踏
破

踏
破

 
◇

実
施

日
；

平
成

２
８

年
０

１
月

１
１

日
(月

) 
◇

参
加

者
；

沖
﨑

、
濱

野
、

児
嶋

、
松

本
吉
、

中
前

、
畑

林
秀
、

 
畑

林
清
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

計
７

名
。

 
 

前
日

に
児

嶋
さ

ん
よ

り
砂

・
パ

ラ
ス

計
４

０
㎏

を
持

込
す

る
依

頼
が

あ
る

。
 

本
日

は
、

正
規

ル
ー

ト
の

上
切

原
集

落
よ

り
登

る
。

最
初

の
急

登
・

高
捲

き
道

の
通

過
な

ど
普

段
１

時
間

強
の

と
こ
ろ

２
時

間
を

要
し

た
。

荷
上

げ
は

、
工

事
用

林
道

経
由

が
ベ

ス
ト

と
決

め
る

。
 

金
剛

多
和

で
児

嶋
。

松
本
両

氏
は

、
採
寸

と
古

ト
タ

ン
を
折

っ
た

り

し
て

石
像

へ
の
雨
漏

れ
を
防

ぐ
応

急
処

置
。

砂
・
バ

ラ
ス

の
デ
ポ

後
篠

尾
集

落
へ

。
 

下
山

道
は

、
荒

れ
崩

れ
も
在

る
が

、
大
小
森

集
落

の
廃

村
跡

や
生
活

道
の
匂

い
も
残

り
、
皆

さ
ん

初
ル

ー
ト

に
感

動
の

様
子

、
篠

尾
集

落
で

住
民

の
方

か
ら
昔

話
な

ど
聞

く
。

 
 

本
宮
行
政
局

本
宮
行
政
局

本
宮
行
政
局

本
宮
行
政
局
とと とと
上
切
原
区
長

上
切
原
区
長

上
切
原
区
長

上
切
原
区
長
・・ ・・
石
谷

石
谷

石
谷

石
谷
    
強
氏
宅
訪
問

強
氏
宅
訪
問

強
氏
宅
訪
問

強
氏
宅
訪
問

 
◇

実
施

日
；
平

成
２

８
年

０
１

月
１

５
日

(金
) 

 
◇

参
加

者
；
沖

﨑
。 

篠
尾

な
ど

で
話

を
聞

く
と

金
剛

多
和

と
言

っ
て

も
話

が
通

じ
ず

、
行

者

さ
ん

・
行

者
さ

ん
と
言

っ
て

い
る

様
だ

。
 

多
和
周
辺

の
大

半
が

上
切

原
区

の
区
有

林
で

、
上

切
原

区
が

長
年
管
理

し
て

い
る

様
だ

と
の

話
か

ら
、

そ
の

修
復

に
は

ご
挨
拶

し
て
お

く
必

要
性

を
感

じ
、

行
政
局

に
区

長
の
お

名
前

を
聞

き
訪

問
し

た
。

 
行
政
局

で
は

、
世
界
遺
産
コ
ア
ゾ

ー
ン

の
関
係

か
ら

計
画

を
聞

き
た

い
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と
の

事
前

連
絡

が
あ

っ
て

、
児

嶋
さ

ん
作
製

の
模
型

を
持

参
し

た
。

 
担

当
の
安
井

さ
ん

は
、
我
々

の
活

動
は

良
く
理
解

さ
れ

て
い

て
感
謝

さ

れ
て
お

ら
れ

、
屋

根
材

と
し

て
杉
皮

の
提
供

迄
申
出

し
て

頂
い

た
。

 
そ

の
足

で
区

長
宅

に
行

く
も
不
在

。
奥

さ
ん

か
ら

区
役
員

の
中

村
あ

き

お
氏

を
紹
介

し
て

下
さ

り
、

計
画

の
全
般

に
つ

い
て

話
を

す
る

も
、
自

分

で
決
断
出
来

な
い

区
長
外
役
員

に
話

を
し

て
、

後
日
電

話
す

る
と

の
事

で

別
れ

た
。

 
 仮
屋
根

仮
屋
根

仮
屋
根

仮
屋
根
のの のの
修
復

修
復

修
復

修
復

 
◇

実
施

日
；

平
成

２
８

年
０

１
月

１
６

日
(土

) 
 

◇
参

加
者

；
松

本
吉
、

畑
林

秀
。

 
 

 
 
計

２
名

。
 

１
月

１
１

日
訪

問
し

た
時

に
、

古
ト

タ
ン

を
利

用
し

て
応

急
処

置
し

た

が
、

松
本

さ
ん

が
気

に
な

っ
た

様
で

本
屋

根
設

置
迄

の
処

置
と

し
て

、
新

規
ト

タ
ン

を
持

込
み
仮
処

置
し

て
下

さ
る

。
 

荷
上

げ
ル

ー
ト

と
し

て
は

、
林

道
(作

業
道

)経
由

が
ベ

ス
ト

で
あ

る
旨

確
認

さ
れ

た
。

 
 電
源

電
源

電
源

電
源
順順 順順
視視 視視
路
確
認

路
確
認

路
確
認

路
確
認
にに にに
出
向

出
向

出
向

出
向
くく くく

 
◇

実
施

日
；

平
成

２
８

年
０

１
月

１
７

日
(日

) 
 

◇
参

加
者

；
沖

﨑
、

児
嶋

。
 

 
 

 
計

２
名

。
 

行
政
局

に
出
向

い
た
折

に
、
安
井

氏
か

ら
右

側
に
順
視
路

が
あ

っ
て

、

そ
の
利

用
を
勧

め
ら

れ
確

認
の
為
出
向

く
が

、
作

業
道

の
設

置
と

崩
れ

な

ど
で

確
認
出
来
ず

。
作

業
道

か
ら

古
道

へ
の
別

ル
ー

ト
確

認
と
手
掛

り
ロ

ー
プ

設
置

を
行

う
。

金
剛

多
和

迄
足

を
伸
ば

し
昨

日
の
仮

屋
根

の
新

規
ト

タ
ン

設
置

に
よ

る
修

復
状
況

を
確

認
。

当
面

、
雨
漏

れ
の
心
配

は
無

い
。

 

 上
切
原
区
中
村
氏

上
切
原
区
中
村
氏

上
切
原
区
中
村
氏

上
切
原
区
中
村
氏
よ
り

よ
り

よ
り

よ
り
「「 「「
金
剛
多
和

金
剛
多
和

金
剛
多
和

金
剛
多
和
・・ ・・
石

龕
祠

石
龕

祠
石

龕
祠

石
龕

祠
修
復

修
復

修
復

修
復
」」 」」
のの のの
電
話
有

電
話
有

電
話
有

電
話
有
りり りり

 
◇

 連
絡

日
；

平
成

２
８

年
０

１
月

１
８

日
(月

) 

役
員

間
で

話
合

い
を

持
っ

た
結
果

、
結
論

は
先
祖
代
々
「

行
者

さ
ん
」

に
係

わ
っ

た
歴
史

が
あ

っ
て

、
修

復
は
我
々

上
切

原
区

で
責
任

を
持

っ
て

修
復

す
る

と
の
電

話
連

絡
が

あ
つ

た
。

 
以

上
、
当

ぐ
る

ー
ぷ

に
よ

る
金

剛
多

和
「

行
者

さ
ん
」
の

修
復

は
、
取

り
止

め
、

上
切

原
区

に
て

修
復

し
て

頂
く

こ
と

に
し

ま
し

た
。

 

修
復

に
参

集
し

て
頂

い
た
方
々

に
御
礼

を
申

し
上

げ
、
経
緯

の
報
告

と

致
し

ま
す

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(記

 
沖

﨑
) 

 

 
 

 
 

上
切

原
側

の
大

規
模

な
崩

落
 

古
ト

タ
ン

で
応

急
処

置
 

新
規

ト
タ

ン
で

応
急

処
置

 

 

 


